

































This research clarifies characteristics of career development in the Japanese traditional culture of Noh. Noh was 
built on the achievements of Kanami and Zeami in the 14th century. Nohgakushi, professional players of Noh, are 
participants in Japanese traditional masked dance-drama. Their skills and techniques are usually passed down orally 
from master to student in an apprentice system having traditional relationships. 
Their career path is clearly defined. Personnel training is by a system based on career development. They have to 
play special compositions at turning points in their career. Then they work in cooperation with other Nohgakushi to 
obtain opportunities to play those compositions. As a result, their skills and technique level become clear in their 
community. 
 


















































                                                        
1 能楽師には定年はなく、現役である限りは舞台に立ち、後進の指導育成も行う専門職である。 
伝統文化専門職のキャリア形成 




キャリアに関する定義として広く知られている Hall（1976）の定義は、「The career is the 
individually perceived sequence of attitudes and behaviors associated with work-related 















































































































さらに、 Higgins & Kram（2001）は “Developmental Network（デベロップメンタル・ネ


















携わる人間の道のりを年齢に応じて 7 つの段階（第 1 段階：7 歳（幼年期）より、第 2 段
階：12、3 歳より（少年期）、第 3 段階：17、8 歳より（変声期）、第 4 段階：24、5 歳より










                                                        
2 世阿弥の生涯は、増田（2015）に詳しい。 
3 亡父観阿弥の遺訓に基づいたとするが、実質は著者独自の芸論を多岐にわたって展開、集大成した能楽
伝書（小林・西・羽田, 2012 : p.764）。 
＜論文＞ 






















これら 5 つの段階について、西尾（2014）をもとにまとめると以下のようになる。 
 
① 「子方（こかた）」 












③ 第 2 期（25 歳前後からの約 10 年） 
より難しい演目を演じる経験を踏ませていくことが、師匠の役割となる時期である。












両方の探求のための指導がされる（西尾，2014 : p.48）。 






























る。また、キャリア形成には、周囲との関係性も重要であり、その関係性は 1 対 1 に限定
されるものではなく、個人に認知されるキャリア形成を促す複数の人間によって構成され
＜論文＞ 





































                                                        
5 能楽師の中には、舞台に立つことより、教えることが主な活躍の場になっている人や、平日は他の仕事
を持ち、週末に舞台に立つ人もいる。 
6 シテ方能楽師は、舞台で主役を勤める。他の能楽師の役割については、後述の 3.2 能楽師を参照された
い。 
伝統文化専門職のキャリア形成 
































囃子方には、能管（笛）・小鼓・大鼓・太鼓の 4 つの役籍と 14 の流儀があり、立方と囃
子方で計 7 つの役籍と 24 の流儀がある。なお、本研究で調査対象としている立方の役籍と
流儀については、表 1 の通りである。 
  
＜論文＞ 




  宝生 
  金春 
  金剛 
  喜多 
ワキ方 高安 
  福王 
  宝生 
狂言方 大蔵 
  和泉 
（出所）三浦（2010）を参考に筆者作成。 
 




















































変化することを、A 氏は語っている。A 氏は 8 歳ごろに『猩々』9で初シテ（初めて主役を
演じること）を経験し、A 氏と同じ一門の B 氏も 8 歳で『俊成忠度』10で初シテを務めて
                                                        
7 家元制度については、西山（1982）が詳しい。 
8 鞍馬山の天狗が少年牛若に兵法の奥義を伝え、のちのちまでも見守ることを誓うという曲目、切能に分
類される。なお、花見の場面での複数の稚児（子方）が登場する（小林・西・羽田, 2012 : p.292）。 
9 猩々が揚子の里の酒売りのもとに現れ、秋の夜もすがら酒を飲み、舞を舞うという、切能に分類される
曲目（小林・西・羽田, 2012 : pp.459-460）。 
10 和歌に心を残しつつ戦場に散った平忠度の霊が、藤原俊成と言葉を交わし、修羅道のありさまを見せ
るという、修羅物に分類される曲目（小林・西・羽田, 2012 : pp.453-454）。 
＜論文＞ 








































ったり 5 年かかったり 10 年かかったりするわけです」と、A 氏は複数の能楽師を指導育成
伝統文化専門職のキャリア形成 





























シテ方能楽師のキャリア形成には、子方 → 初シテ → 子方卒業 → 基礎技能育





                                                        






得するために、16 歳から 35 歳までに最低 5 年間の研修期間が必要である。 
＜論文＞ 











例えば、B 氏は一門の後継者として 2013 年に正式に披露されているが、2011 年に『石
橋』を披き、2015 年の年末に『乱』を披くというキャリアのプロセスを歩んでおり、一門
の後継者でも節目の楽曲は、他の能楽師と同様であることがわかる。 
















（子方 → 初シテ → 子方卒業 →） 基礎技能育成 → 披きもの（3 つの楽曲）






































































































































                                                        
15 西尾（2012）は、京都花街の擬似家族関係による育成の仕組みがあることで、育成指導のコミュニケ
ーションが円滑にされていることを指摘している。 
16 C 氏は東西の流儀の異なる能楽師が一同に会する場の設定などもしている。 
＜論文＞ 
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